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学校運営協議会 会議実施報告書 

 

 このことについて、「岐阜県立学校における学校運営協議会の設置等に関する規則」第８条第１

項に基づき、次のとおり学校運営協議会を開催しましたので、その概要について報告します。 

 

 

１ 会 議 名  中津商業高等学校 学校運営協議会 （第３回） 

         

２ 開催日時  令和８年１月２１日（水） １３：３０～１５：３０ 

 

３ 開催場所  中津商業高等学校会議室 

        開催にあたり、委員による学習成果発表会を参観した。 

         

４ 参 加 者  会  長  成瀬 博明  本校同窓会会長 

                副 会 長    保母 龍興  本校同窓会副会長 

                委  員    児玉 光弘  地域住民代表、学識経験者 

                            李   瑾  中京学院大学准教授（欠席） 

                            平岡  淳  中津川市立第一中学校校長 

              有我友香理  中津川市市民部地域づくり協働課主査 

              鈴木 真弓  中津川市商工観光部工業課係長 

              久木 利道  トーキン工業（株）相談役 

              野田賢太朗  本校ＰＴＡ会長 

              大蔵  誠  本校ＰＴＡ役員（欠席） 

      オブザーバー  原  祐一  本校元校長 

              森  益基  岐阜県議会議員（欠席） 

           学 校 側    丸山  裕    校 長 

足立 幸司    教 頭 

松村 勇一  事務長 

宮地 佳予  教務主任 

熊谷 秀太  生徒指導部長 

坂本 美和  進路指導部長 

伊藤 秀典    商業教育部長 

勝野日菜子    記 録（欠席） 

                                                      

５ 会議の概要（協議事項） 

 （１）学習成果発表会について 

   意見１：発表中の動作不良を防ぐためにも発表者用のタブレットやパソコンをハイスペック

なものにするとよい。 

 （２）令和７年度 教育指導の重点及び学校経営計画の評価 

 （３）令和８年度学校運営の方針と重点について  

 （４）各委員からの意見 

   意見１：学習成果発表会では生徒や職員が一生懸命に取り組んでいることがわかる。学校の

中だけで教育が完結するのではなく、外部との連携を積極的に行っていることは、
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先生方にとっては大変であるが、できる範囲で成果を上げていこうとする姿勢や、

自ら考える生徒を育てているという本校の姿勢がよく伝わってきている。          

この先少子化は避けられないが、生徒数が少なくなっていく中での教育の在り方を

考えておく必要がある。どう対応していくかはすぐに答えは出ないが、考えていく

ことが大切である。 

   意見２：学習面でも検定取得など目的意識をもって頑張っているところがすばらしい。本校

で学んだことを活かして外部にも目を向け、地域の中で活かしていくところもすば

らしい。いろいろなことを学んで将来地元で活躍してもらい、中津川に定住するこ

とにつながるとよい。 

   意見３：日商簿記検定１級に合格するようになってきたことは喜ばしい。多くの場面で生徒

が一生懸命活動している姿には共感するものがある。 

   意見４：本校で行っている商品開発などいろいろな人と関わりながら学んでほしい。起業・

創業のノウハウが頭の隅にあると地元に戻って起業・創業する人が増え、地元への

定住につながっていくと考えている。そういった学びもあってもよい。 

   意見５：地域とつながりながら商品開発するなど、今の生徒はよい環境で学習ができている。

これからもよい環境での学習への取組み支援をお願いしたい。 

   意見６：普段の授業以外にもふるさと教育など様々な取組みをしている。これらの活動を通

して地元に戻ってきてもらえるような取組みを市と一緒に活動ができればよい。 

   意見７：人との関わりや気づきなどの本質が大事になってくる時代である。本校ではそうい

った点についてもしっかりと教育し育てていってほしい。 

   意見８： 毎年成果発表等をプレゼンテーションで見せていただけることは、高校とはどのよ

うな学びをし、そして専門性を身に付けていくのかを目の当たりにすることができ

るため大変よかった。専門性の高さや生徒たちの想像力に驚かされる。出前授業な

ども中学生の視点でいうと、少し先の自分のイメージを持つことができるためあり

がたいと思っている。 

 

６ 会議のまとめ 

   課題研究等で行っている様々な活動、特に本校の特徴である地域の企業等との連携による商

品開発等について、内容を含め非常に高い評価をいただいた。このような活動を継続していっ

てほしいとのご意見を多くいただいた。今後も外部の力を借り、地域活性化を視野にいれなが

ら活動を進めていきたい。 

    


